
(57)【要約】

【課題】本発明は、片持ち姿勢の柔軟性フィルム（中間

膜を含む）の切断において、カッタ刃先の柔軟性フィル

ムの面に対する切込み時及び切断時における角度が重要

であることに着目し、柔軟性フィルムを円滑に切断する

ことができる柔軟性フィルム切断装置及びその方法を提

供する。

【解決手段】トリミング装置１０は、カッタ４０Ａ、４

０Ｂによる分断、トリミング、及び一対のカッタ５６に

よるトリミングにおいて、切り込みを入れる際の中間膜

１６や膜片１７Ａ、１７Ｂ、１７Ｃに対するカッタ４０

Ａ、４０Ｂ、５６の進入時の刃先の角度と、切断する際

の中間膜１６や膜片１７Ａ、１７Ｂ、１７Ｃに対するカ

ッタ４０Ａ、４０Ｂ、５６の走行時の刃先の角度とが変

更されて中間膜１６や膜片１７Ａ、１７Ｂ、１７Ｃを切

断する。また、カッタ４０Ａ、４０Ｂ、５６の進入時の

刃先の角度を８０～１００度に設定し、切断時における

カッタの刃先の角度を３０度～５０度に設定する。

【選択図】図１０
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 切 断 す る カ ッ タ を 備 え た フ ィ ル ム 切 断 装 置 に お い て 、 該 カ ッ タ の 刃 先
は 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム に 切 り 込 み を 入 れ る 際 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 す る 進 入 時 の 角 度 と
、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 切 断 す る 際 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 す る 走 行 時 の 角 度 と が 変 更 可
能 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 柔 軟 性 フ ィ ル ム 切 断 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 カ ッ タ は 、 前 記 進 入 時 及 び 前 記 走 行 時 に 回 動 機 構 に よ り 回 動 さ れ て 、 前 記 柔 軟 性 フ
ィ ル ム 面 に 対 す る カ ッ タ の 刃 先 の 角 度 が 所 定 の 角 度 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 切 断 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 カ ッ タ の 刃 先 の 前 記 進 入 時 の 角 度 は 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 し て 少 な く と も ８
０ 度 ～ １ ０ ０ 度 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 切 断 装 置
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 カ ッ タ の 刃 先 の 前 記 走 行 時 の 角 度 は 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 し て 少 な く と も ３
０ 度 ～ ５ ０ 度 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ の う ち い ず れ か ひ と つ に 記 載 の
柔 軟 性 フ ィ ル ム 切 断 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム 切 断 装 置 は 、 合 せ ガ ラ ス 生 産 ラ イ ン に お い て ２ 枚 の ガ ラ ス 板 間 の 縁
部 か ら は み 出 し た 中 間 膜 の 膜 片 を 切 断 す る 装 置 に 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、
３ 又 ４ の う ち い ず れ か ひ と つ に 記 載 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 切 断 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 切 断 す る フ ィ ル ム 切 断 方 法 に お い て 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 切 断 す る
カ ッ タ の 刃 先 は 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム に 切 り 込 み を 入 れ る 際 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 す る
進 入 時 の 角 度 と 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 切 断 す る 際 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 す る 走 行 時 の
角 度 と が 変 更 さ れ て 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 切 断 す る こ と を 特 徴 と す る 柔 軟 性 フ ィ ル ム の 切 断 方
法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 カ ッ タ は 、 前 記 進 入 時 及 び 前 記 走 行 時 に 回 動 機 構 に よ り 回 動 さ れ て 、 前 記 柔 軟 性 フ
ィ ル ム 面 に 対 す る カ ッ タ の 刃 先 の 角 度 が 所 定 の 角 度 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
６ に 記 載 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 カ ッ タ の 刃 先 の 前 記 進 入 時 の 角 度 が 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 し て 少 な く と も ８
０ 度 ～ １ ０ ０ 度 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 又 は ７ に 記 載 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム の 切 断 方
法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 カ ッ タ の 刃 先 の 前 記 走 行 時 の 角 度 が 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 し て 少 な く と も ３
０ 度 ～ ５ ０ 度 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 、 ７ 又 は ８ の う ち い ず れ か ひ と つ に 記 載 の
柔 軟 性 フ ィ ル ム の 切 断 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム 切 断 方 法 は 、 合 せ ガ ラ ス 生 産 ラ イ ン に お い て ２ 枚 の ガ ラ ス 板 間 の 縁
部 か ら は み 出 し た 中 間 膜 の 膜 片 を 切 断 す る 方 法 に 用 い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 、 ２ 、
３ 又 ４ の う ち い ず れ か ひ と つ に 記 載 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 切 断 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 柔 軟 性 フ ィ ル ム 切 断 装 置 及 び そ の 方 法 に 係 り 、 特 に 片 持 ち 姿 勢 の 柔 軟 性 フ ィ ル
ム を 好 適 に 切 断 す る 装 置 及 び そ の 方 法 、 更 に は ２ 枚 の ガ ラ ス 板 間 に 中 間 膜 を 介 在 さ せ て な
る 合 わ せ ガ ラ ス の 製 造 工 程 に お い て 、 ２ 枚 の ガ ラ ス 板 の 縁 部 か ら は み 出 し て い る 中 間 膜 の
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端 部 （ 膜 片 ） を 耳 切 り す る た め の 、 す な わ ち ト リ ミ ン グ す る た め の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 切 断 装
置 及 び そ の 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 防 犯 ガ ラ ス 及 び 安 全 ガ ラ ス に 代 表 さ れ る 建 築 物 の ウ イ ン ド ウ ガ ラ ス 、 自 動 車 の フ ロ ン ト
ガ ラ ス 等 に は 耐 貫 通 性 に 優 れ た 合 わ せ ガ ラ ス 、 す な わ ち 、 ２ 枚 の ガ ラ ス 板 間 に エ チ レ ン ビ
ニ ル ア セ テ ー ト 共 重 合 体 、 ポ リ ビ ニ ル ブ チ ラ ー ル 、 ポ リ ウ レ タ ン 、 シ リ コ ン 樹 脂 等 の プ ラ
ス チ ッ ク 製 中 間 膜 （ 柔 軟 性 フ ィ ル ム ） を １ 枚 以 上 介 在 さ せ て な る 合 わ せ ガ ラ ス が 使 用 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 合 わ せ ガ ラ ス の 製 造 装 置 は 従 来 か ら 多 種 提 案 さ れ て い る が 、 特 許 文 献 １ に は
、 第 １ ガ ラ ス 板 と 第 ２ ガ ラ ス 板 と を プ ラ ス チ ッ ク 中 間 材 （ 中 間 膜 ） を 介 し て 接 合 す る 作 業
を 、 始 作 工 程 所 に て 実 施 し 、 そ の 後 、 プ ラ ス チ ッ ク 中 間 材 を 切 り 出 す 作 業 を 、 切 断 工 程 所
に て 実 施 す る 接 合 ガ ラ ス の 製 造 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 特 許 文 献 １ に よ れ ば 、
第 １ ガ ラ ス 板 と 第 ２ ガ ラ ス 板 を コ ン ベ ア ー ベ ル ト に よ っ て 始 作 工 程 所 に 搬 送 し た 後 、 第 １
ガ ラ ス 板 を 固 定 機 に よ っ て 上 方 に 持 ち 上 げ る 。 次 に 、 第 ２ ガ ラ ス 板 に プ ラ ス チ ッ ク 中 間 材
を 接 着 し た 後 、 第 １ ガ ラ ス 板 を 第 ２ ガ ラ ス 板 に 枚 葉 の プ ラ ス チ ッ ク 中 間 材 を 介 し て 接 着 す
る 。 そ し て 、 第 １ ガ ラ ス 板 及 び 第 ２ ガ ラ ス 板 を 一 対 の ロ ー ラ に よ っ て 挟 圧 す る こ と に よ り
接 合 ガ ラ ス を 製 造 す る 。 こ の 後 、 接 合 ガ ラ ス を コ ン ベ ア ー ベ ル ト に よ っ て 切 断 工 程 所 に 搬
送 し 、 プ ラ ス チ ッ ク 中 間 材 を 切 り 出 す こ と に よ り 最 終 製 品 の 接 合 ガ ラ ス を 製 造 す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 な お 、 特 許 文 献 １ の プ ラ ス チ ッ ク 中 間 材 は 、 両 面 に 接 着 剤 が 塗 布 さ れ 、 そ の 両 面 に 離 型
紙 が 貼 ら れ た も の で あ る 。 こ の 離 型 紙 は 、 第 ２ ガ ラ ス 板 に 接 着 さ れ る 際 及 び 第 １ ガ ラ ス 板
が 接 着 さ れ る 際 に ロ ー ラ に よ っ て 剥 が さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ た 合 わ せ ガ ラ ス の 耳 切 り 装 置 は 、 中 間 膜 で あ る フ ィ ル ム を
２ 枚 の ガ ラ ス 板 に よ っ て 挟 持 し 、 板 揃 え を 行 っ た 後 、 フ ィ ル ム の は み 出 し 部 の 予 備 耳 切 り
を 実 施 す る 。 こ の 後 、 オ ー ト ク レ ー ブ に て 加 熱 ・ 加 圧 す る こ と に よ り ２ 枚 の ガ ラ ス 板 と フ
ィ ル ム と が 一 体 に 圧 着 さ れ た 合 わ せ ガ ラ ス を 製 造 す る 。 そ し て 、 こ の 合 わ せ ガ ラ ス を 耳 切
り 装 置 ま で 搬 送 し 、 耳 切 り 装 置 の ロ ボ ッ ト ア ー ム に 保 持 さ れ た カ ッ タ に よ っ て フ ィ ル ム の
は み 出 し 部 を 本 切 り す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ ９ ２ ２ ４ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ３ ２ ７ ３ ７ ６ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 し か し な が ら 、 建 築 物 等 の 平 合 せ ガ ラ ス に お い て は 、 自 動 車 用 の フ ロ ン ト ガ ラ ス 等 と 異
な り ガ ラ ス エ ッ ジ は 未 面 取 り で あ る 場 合 が 多 い た め 、 特 許 文 献 ２ の よ う に カ ッ タ を ガ ラ ス
に 押 し 当 て る と 、 ガ ラ ス に 瑕 、 ハ マ 欠 け 等 の 欠 点 を 生 じ る 。 ま た 、 中 間 膜 は 、 柔 軟 性 を 備
え る 素 材 で あ り 、 生 産 工 程 上 片 持 ち 姿 勢 と な る た め 、 カ ッ タ で 切 り 込 み を 入 れ る 際 、 特 許
文 献 ２ に 記 載 の よ う に 中 間 膜 を 間 に し て カ ッ タ を バ ッ ク ア ッ プ す る も の （ 特 許 文 献 １ で は
ガ ラ ス ） が 存 在 し な い と 、 中 間 膜 が 逃 げ て し ま い 確 実 に 切 断 す る こ と が 困 難 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 片 持 ち 姿 勢 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム （ 中
間 膜 を 含 む ） の 切 断 に お い て 、 カ ッ タ 刃 先 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム の 面 に 対 す る 切 込 み 時 及 び 切
断 時 に お け る 角 度 が 重 要 で あ る こ と に 着 目 し 、 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 円 滑 に 切 断 す る こ と が で
き る 柔 軟 性 フ ィ ル ム 切 断 装 置 及 び そ の 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 切 断 す る カ ッ
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タ を 備 え た フ ィ ル ム 切 断 装 置 に お い て 、 該 カ ッ タ の 刃 先 は 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム に 切 り 込 み
を 入 れ る 際 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 す る 進 入 時 の 角 度 と 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 切 断 す る
際 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 す る 走 行 時 の 角 度 と が 変 更 可 能 に 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 柔 軟 性 フ ィ ル ム の 切 断 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 切 断 す る フ ィ
ル ム 切 断 方 法 に お い て 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 切 断 す る カ ッ タ の 刃 先 は 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ
ル ム に 切 り 込 み を 入 れ る 際 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 す る 進 入 時 の 角 度 と 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ
ル ム を 切 断 す る 際 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 す る 走 行 時 の 角 度 と が 変 更 さ れ て 柔 軟 性 フ ィ ル
ム を 切 断 す る こ と を 特 徴 と す る 柔 軟 性 フ ィ ル ム の 切 断 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 １ 、 ６ の 発 明 に よ れ ば 、 カ ッ タ の 刃 先 に よ っ て 柔 軟 性 フ ィ ル ム に 切 り 込 み を 入 れ
る 際 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 す る カ ッ タ 進 入 時 の 刃 先 の 角 度 と 、 カ ッ タ に よ っ て 柔 軟 性 フ
ィ ル ム を 切 断 す る 際 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 す る カ ッ タ 走 行 時 の 刃 先 の 角 度 と が 変 更 さ れ
て 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 切 断 す る 。 こ の よ う に 柔 軟 性 フ ィ ル ム に 進 入 、 切 断 す る 際 の カ ッ タ の
刃 先 の 角 度 を 変 更 可 能 と す る こ と に よ り 、 最 適 な 角 度 に カ ッ タ の 刃 先 を 設 定 で き る た め 、
柔 軟 性 フ ィ ル ム を 円 滑 に 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 装 置 発 明 は 、 請 求 項 １ に お い て 、 前 記 カ ッ タ は 、 前 記 進 入 時 及 び 前 記
走 行 時 に 回 動 機 構 に よ り 回 動 さ れ て 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 す る カ ッ タ の 刃 先 の 角 度
が 所 定 の 角 度 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ７ に 記 載 の 方 法 発 明 は 、 請 求 項 ６ に お い て 、 前 記 カ ッ タ は 、 前 記 進 入 時 及 び 前 記
走 行 時 に 回 動 機 構 に よ り 回 動 さ れ て 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 す る カ ッ タ の 刃 先 の 角 度
が 所 定 の 角 度 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ 、 ７ の 発 明 に よ れ ば 、 カ ッ タ の 刃 先 の 角 度 の 変 更 は 回 転 機 構 に よ っ て 行 う 。 例
え ば 、 カ ッ タ の 一 方 端 に 回 動 軸 を 取 り 付 け 、 こ の 回 動 軸 を 回 転 機 構 の 駆 動 部 に 連 結 す る 。
駆 動 部 に よ て 回 動 軸 を 回 動 さ せ る こ と に よ り 、 刃 先 の 角 度 を 容 易 に 変 更 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 装 置 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に お い て 、 前 記 カ ッ タ の 刃 先 の 前 記 進 入
時 の 角 度 は 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 し て 少 な く と も ８ ０ 度 ～ １ ０ ０ 度 で あ る こ と を 特
徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ８ に 記 載 の 方 法 発 明 は 、 請 求 項 ６ 又 は ７ に お い て 、 前 記 カ ッ タ の 刃 先 の 前 記 進 入
時 の 角 度 が 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 し て 少 な く と も ８ ０ 度 ～ １ ０ ０ 度 で あ る こ と を 特
徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 請 求 項 ３ 、 ８ に 記 載 の 発 明 の 如 く 、 カ ッ タ 進 入 時 の 刃 先 の 角 度 を ８ ０ 度 ～ １ ０ ０ 度 に 設
定 す れ ば 、 例 え ば 、 水 平 位 置 に 退 避 し て い る カ ッ タ を 柔 軟 性 フ ィ ル ム の 端 部 に 向 け て 下 方
に 回 動 さ せ た 場 合 、 カ ッ タ の 刃 先 か ら 柔 軟 性 フ ィ ル ム の 端 部 に カ ッ タ の 回 動 力 を 効 率 よ く
伝 達 で き る 略 下 死 点 位 置 で カ ッ タ が 停 止 し 、 こ の 動 作 で 柔 軟 性 フ ィ ル ム の 端 部 に 刃 先 に よ
る 切 り 込 み が 付 け ら れ る 。 こ れ に よ り 、 柔 軟 性 フ ィ ル ム の 端 部 に 切 り 込 み を 確 実 に 付 け る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 装 置 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ 又 は ３ に お い て 、 前 記 カ ッ タ の 刃 先 の 前 記
走 行 時 の 角 度 は 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 し て 少 な く と も ３ ０ 度 ～ ５ ０ 度 で あ る こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ９ に 記 載 の 方 法 発 明 は 、 請 求 項  6、 7 又 は ８ に お い て 、 前 記 カ ッ タ の 刃 先 の 前 記
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走 行 時 の 角 度 が 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 し て 少 な く と も ３ ０ 度 ～ ５ ０ 度 で あ る こ と を
特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 請 求 項 ４ 、 ９ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 切 断 時 に お け る 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 す る カ ッ タ
の 刃 先 の 角 度 が ３ ０ 度 未 満 の 場 合 に は 、 カ ッ タ の 刃 先 の 力 を 柔 軟 性 フ ィ ル ム に 有 効 に 伝 達
す る こ と が で き ず 柔 軟 性 フ ィ ル ム が カ ッ タ か ら 逃 げ る 。 ま た 、 角 度 が ５ ０ 度 を 超 え る と 、
切 断 力 よ り も 押 圧 力 が 柔 軟 性 フ ィ ル ム に 大 き く 働 く こ と に よ り 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 円 滑 に 切
断 す る こ と が 困 難 に な る 。 よ っ て 、 切 断 時 に お け る 柔 軟 性 フ ィ ル ム 面 に 対 す る カ ッ タ の 刃
先 の 角 度 は ３ ０ 度 ～ ５ ０ 度 の 範 囲 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 装 置 発 明 は 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 又 は ４ に お い て 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル ム
切 断 装 置 は 、 合 せ ガ ラ ス 生 産 ラ イ ン に お い て ２ 枚 の ガ ラ ス 板 間 の 縁 部 か ら は み 出 し た 中 間
膜 の 膜 片 を 切 断 す る 装 置 に 用 い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 １ ０ に 記 載 の 方 法 発 明 は 、 請 求 項 ６ 、 ７ 、 ８ 又 は ９ に お い て 、 前 記 柔 軟 性 フ ィ ル
ム 切 断 方 法 は 、 合 せ ガ ラ ス 生 産 ラ イ ン に お い て ２ 枚 の ガ ラ ス 板 間 の 縁 部 か ら は み 出 し た 中
間 膜 の 膜 片 を 切 断 す る 方 法 に 用 い る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ５ 、 １ ０ に 記 載 の 発 明 に よ れ ば 、 合 わ せ ガ ラ ス の 端 部 か ら は み 出 し た 中 間 膜 の 膜
片 を 円 滑 に 切 断 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 に 係 る 柔 軟 性 フ ィ ル ム 切 断 装 置 及 び そ の 方 法 に よ れ ば 、 カ ッ タ に よ っ て 柔 軟 性 フ
ィ ル ム に 切 り 込 み を 入 れ る 際 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム に 対 す る カ ッ タ 進 入 時 の 刃 先 の 角 度 と 、 カ
ッ タ に よ っ て 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 切 断 す る 際 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム に 対 す る カ ッ タ 走 行 時 の 刃 先
の 角 度 と を 変 更 し て 柔 軟 性 フ ィ ル ム を 切 断 す る の で 、 両 端 固 定 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム で も 、 片
持 ち の 柔 軟 性 フ ィ ル ム で も 円 滑 に 切 断 す る こ と が で き る 。 特 に 、 合 わ せ ガ ラ ス の 製 造 に お
け る 中 間 膜 の 切 断 に 有 効 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 下 添 付 図 面 に 従 っ て 、 本 発 明 に 係 る 柔 軟 性 フ ィ ル ム 切 断 装 置 及 び そ の 方 法 の 好 ま し い
実 施 の 形 態 に つ い て 詳 説 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 の 柔 軟 性 フ ィ ル ム 切 断 装 置 の 一 つ の 実 施 の 形 態 の 平 大 板 の 合 わ せ ガ ラ ス
用 の ト リ ミ ン グ 装 置 １ ０ の 全 体 構 造 を 示 し た 斜 視 図 で あ り 、 こ の ト リ ミ ン グ 装 置 １ ０ は 、
矩 形 状 に 製 造 さ れ た 建 築 物 用 合 わ せ ガ ラ ス の 縁 部 か ら は み 出 し た プ ラ ス チ ッ ク 製 の 中 間 膜
（ 柔 軟 性 フ ィ ル ム 、 代 表 的 に は ポ リ ビ ニ ル ブ チ ラ ー ル 膜 ） の 膜 片 を 切 断 す る 装 置 で あ る 。
ま た 、 図 ２ 及 び 図 ３ は 、 図 １ に 示 し た ト リ ミ ン グ 装 置 １ ０ の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ト リ ミ ン グ 装 置 １ ０ は 、 合 わ せ ガ ラ ス 製 造 ラ イ ン の 積 層 位 置 １ ２ に 同 形 状 の 第 １ の ガ ラ
ス 板 Ｇ １ 及 び 第 ２ の ガ ラ ス 板 Ｇ ２ を 搬 送 す る 搬 送 装 置 １ ４ 、 積 層 位 置 １ ２ に 中 間 膜 １ ６ を
供 給 す る 供 給 装 置 １ ８ 、 積 層 位 置 １ ２ に お い て 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ 及 び 第 ２ の ガ ラ ス 板 Ｇ
２ の 縁 部 か ら は み 出 し た 中 間 膜 １ ６ の 膜 片 を 切 断 す る 切 断 装 置 ２ ０ を 主 と し て 構 成 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 搬 送 装 置 １ ４ は 、 多 数 の 吸 着 パ ッ ド ２ ２ 、 ２ ２ … を 枠 体 ２ ４ に 同 一 面 状 に 連 設 し て な る
移 載 ユ ニ ッ ト ２ ６ を 有 し て い る 。 こ の 移 載 ユ ニ ッ ト ２ ６ は 、 不 図 示 の 昇 降 装 置 に よ っ て 昇
降 自 在 に 設 け ら れ る と と も に 、 リ ニ ア ガ イ ド ２ ８ に 走 行 自 在 に 支 持 さ れ 、 か つ ボ ー ル ね じ
等 の 送 り 装 置 に よ っ て 駆 動 さ れ る こ と に よ り 位 置 決 め 位 置 ３ ０ の 上 方 と 積 層 位 置 １ ２ の 上
方 と の 間 で 往 復 移 動 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 位 置 決 め 位 置 ３ ０ に 搬 送 さ れ て 位 置 決 め さ れ た
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第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ は 、 搬 送 移 載 ユ ニ ッ ト ２ ６ の 下 降 動 作 に よ り 吸 着 パ ッ ド ２ ２ 、 ２ ２ …
に よ っ て 吸 着 保 持 さ れ る 。 こ の 後 、 搬 送 移 載 ユ ニ ッ ト ２ ６ の 上 昇 動 作 、 積 層 位 置 １ ２ へ 向
け て の 移 動 動 作 、 及 び 下 降 動 作 に よ っ て 、 図 ３ の 如 く 積 層 位 置 １ ２ の ロ ー ラ コ ン ベ ア ３ ２
上 に 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ が 載 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 な お 、 実 施 の 形 態 で は 、 移 載 ユ ニ ッ ト ２ ６ を 下 降 さ せ た が 、 位 置 決 め 位 置 ３ ０ の ロ ー ラ
コ ン ベ ア ３ ４ を 上 昇 さ せ て 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ を 移 載 ユ ニ ッ ト ２ ６ に 吸 着 保 持 さ せ て も よ
い 。 ま た 、 移 載 ユ ニ ッ ト ２ ６ に よ っ て 搬 送 さ れ て き た 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ を 、 積 層 位 置 １
２ の ロ ー ラ コ ン ベ ア ３ ２ を 上 昇 さ せ て 受 け 取 っ て も よ い 。 一 方 、 位 置 決 め 位 置 ３ ０ の ガ ラ
ス 板 搬 送 方 向 上 流 側 に は ガ ラ ス 板 の 洗 浄 ・ 乾 燥 装 置 （ 不 図 示 ） が 設 置 さ れ て い る 。 こ こ で
洗 浄 ・ 乾 燥 さ れ た ガ ラ ス 板 が 位 置 決 め 位 置 ３ ０ に 間 欠 搬 送 さ れ る 。 ま た 、 積 層 位 置 １ ２ の
下 流 側 に は 予 備 圧 着 装 置 及 び オ ー ト ク レ ー ブ （ 不 図 示 ） が 設 置 さ れ 、 積 層 位 置 １ ２ で 積 層
さ れ た 合 わ せ ガ ラ ス が 予 備 圧 着 装 置 に よ っ て 予 備 圧 着 さ れ た 後 、 オ ー ト ク レ ー ブ に 搬 送 さ
れ 、 こ こ で 所 定 の 温 度 及 び 圧 力 に て 加 熱 、 加 圧 さ れ る こ と に よ り 最 終 製 品 の 合 わ せ ガ ラ ス
に 製 造 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 供 給 装 置 １ ８ は 、 図 １ に 示 す よ う に 複 数 の フ ィ ル ム チ ャ ッ ク ３ ８ 、 ３ ８ … と カ ッ タ （ 分
断 手 段 ） ４ ０ Ａ と か ら 構 成 さ れ る 。 フ ィ ル ム チ ャ ッ ク ３ ８ は 、 ロ ー ル 状 に 巻 回 さ れ た 中 間
膜 １ ６ の 端 部 を 保 持 し 、 中 間 膜 １ ６ を ロ ー ル ４ ２ か ら 巻 き 戻 す た め の チ ャ ッ ク で あ り 、 カ
ッ タ ４ ０ Ａ は 、 フ ィ ル ム チ ャ ッ ク ３ ８ に よ っ て 巻 き 戻 さ れ た 必 要 長 （ 一 枚 分 ） の 中 間 膜 １
６ を ロ ー ル ４ ２ か ら 分 断 す る カ ッ タ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 フ ィ ル ム チ ャ ッ ク ３ ８ 及 び カ ッ タ ４ ０ Ａ は 、 積 層 位 置 １ ２ の ロ ー ラ コ ン ベ ア ３ ２ を 跨 ぐ
よ う に 設 置 さ れ た 門 型 ヘ ッ ド ４ ４ の 所 定 の 位 置 に 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 フ ィ ル ム チ ャ ッ
ク ３ ８ は 、 中 間 膜 １ ６ の 端 部 を 弛 み な く 保 持 す る よ う に 所 定 の 間 隔 を も っ て 複 数 備 え ら れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ヘ ッ ド ４ ４ の 両 脚 部 ４ ５ 、 ４ ５ は 、 リ ニ ア ガ イ ド ４ ６ 、 ４ ６ に 移 動 自 在 に 支 持 さ れ 、 こ
の リ ニ ア ガ イ ド ４ ６ 、 ４ ６ は 、 ロ ー ラ コ ン ベ ア ３ ２ の 両 側 方 に ロ ー ラ コ ン ベ ア ３ ２ に よ る
搬 送 方 向 に 沿 っ て 配 設 さ れ て い る 。 ま た 、 ヘ ッ ド ４ ４ の 両 脚 部 ４ ５ 、 ４ ５ は 、 リ ニ ア ガ イ
ド ４ ６ 、 ４ ６ に 内 設 さ れ た ボ ー ル ね じ （ 不 図 示 ） に 螺 合 さ れ 、 こ の ボ ー ル ね じ は 、 リ ニ ア
ガ イ ド ４ ６ 、 ４ ６ の 端 部 に 固 定 さ れ た サ ー ボ モ ー タ ４ ８ 、 ４ ８ に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る 。
し た が っ て 、 サ ー ボ モ ー タ ４ ８ 、 ４ ８ に よ り ボ ー ル ね じ が 回 転 駆 動 さ れ る と 、 ヘ ッ ド ４ ４
が リ ニ ア ガ イ ド ４ ６ 、 ４ ６ に 沿 っ て 積 層 位 置 １ ２ の 上 流 側 と 下 流 側 と の 範 囲 で 往 復 移 動 さ
れ る 。 よ っ て 、 図 １ の 如 く 積 層 位 置 １ ２ の 下 流 側 で 中 間 膜 １ ６ の 端 部 を フ ィ ル ム チ ャ ッ ク
３ ８ 、 ３ ８ … に よ り 保 持 し 、 こ の 後 、 図 ４ の 如 く ヘ ッ ド ４ ４ を 積 層 位 置 １ ２ の 上 流 側 に 移
動 さ せ る こ と に よ り 、 中 間 膜 １ ６ が ロ ー ル ４ ２ か ら 巻 き 戻 さ れ て 図 ５ の 如 く 第 １ の ガ ラ ス
板 Ｇ １ 上 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 １ の 如 く カ ッ タ ４ ０ Ａ は 、 ヘ ッ ド ４ ４ に 内 設 さ れ た 不 図 示 の リ ニ ア ガ イ ド に よ り ヘ ッ
ド ４ ４ に 沿 っ て 、 す な わ ち 、 帯 状 の 中 間 膜 １ ６ の 長 手 方 向 に 対 し て 直 交 方 向 に 移 動 自 在 に
支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 カ ッ タ ４ ０ Ａ は 、 ヘ ッ ド ４ ４ の 端 部 に 固 定 さ れ た サ ー ボ モ ー タ ５
０ に よ っ て 回 転 駆 動 さ れ る ボ ー ル ね じ ５ ２ に 螺 合 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 サ ー ボ モ ー タ
５ ０ に よ っ て ボ ー ル ね じ ５ ２ が 回 転 駆 動 さ れ る と 、 カ ッ タ ４ ０ Ａ が リ ニ ア ガ イ ド に 沿 っ て
前 記 直 交 方 向 に 往 復 移 動 さ れ る 。 こ の カ ッ タ の 移 動 動 作 に よ り 、 フ ィ ル ム チ ャ ッ ク ３ ８ 、
３ ８ … に よ っ て 巻 き 戻 さ れ た １ 枚 分 の 中 間 膜 １ ６ が ロ ー ル ４ ２ か ら 分 断 さ れ て 第 １ の ガ ラ
ス 板 Ｇ １ 上 に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 そ し て 、 中 間 膜 １ ６ の 上 流 側 端 部 が 積 層 位 置 １ ２ の 上 流 側 に 設 置 さ れ た フ ィ ル ム ク ラ ン
プ ５ ４ 、 ５ ４ … に よ っ て 保 持 さ れ る 。 フ ィ ル ム ク ラ ン プ ５ ４ 、 ５ ４ … に よ っ て 中 間 膜 １ ６
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の 上 流 側 端 部 が 保 持 さ れ る と 、 フ ィ ル ム チ ャ ッ ク ３ ８ 、 ３ ８ … に よ る 中 間 膜 １ ６ の 保 持 が
解 除 さ れ 、 ヘ ッ ド ４ ４ が 上 流 側 位 置 か ら 下 流 側 位 置 に 戻 る 。 こ の 移 動 動 作 に 引 き 続 き 、 位
置 決 め 位 置 ３ ０ に お い て 位 置 決 め さ れ て い る 第 ２ の ガ ラ ス 板 Ｇ ２ が 搬 送 装 置 １ ４ に よ っ て
積 層 位 置 １ ２ に 搬 送 さ れ 、 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ 上 の 中 間 膜 １ ６ 上 に 縁 部 を 合 わ さ れ て 積 層
さ れ る 。 こ の 後 、 切 断 装 置 ２ ０ に よ る 中 間 膜 １ ６ の ト リ ミ ン グ が 開 始 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 切 断 装 置 ２ ０ は 、 長 辺 ト リ ミ ン グ 用 カ ッ タ ５ ６ 、 ５ ６ と 短 辺 ト リ ミ ン グ 用 カ ッ タ ４ ０ Ａ
、 ４ ０ Ｂ と を 備 え て い る 。 す な わ ち 、 カ ッ タ ４ ０ Ａ は 、 前 記 分 断 用 の カ ッ タ ４ ０ Ａ と 兼 用
さ れ 、 ヘ ッ ド ４ ４ に 沿 っ て 走 行 移 動 さ れ る こ と に よ り 、 合 わ せ ガ ラ ス の 短 辺 か ら は み 出 し
て い る 中 間 膜 １ ６ の 膜 片 が 切 断 さ れ る 。 ま た 、 カ ッ タ ４ ０ Ｂ は 、 カ ッ タ ４ ０ Ａ と 同 構 造 の
駆 動 機 構 に よ り 駆 動 さ れ る が 、 刃 の 向 き が 逆 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ 、 ５ ６ は 、 ヘ ッ ド ４ ４ に 設 け ら れ る と と も に 合 わ せ ガ ラ ス の 幅 寸
法 及 び 中 間 膜 １ ６ の ト リ ミ ン グ 量 に 応 じ て 設 定 さ れ た 位 置 に 離 間 し て 配 置 さ れ て い る 。 こ
れ に よ り 、 ヘ ッ ド ４ ４ が リ ニ ア ガ イ ド ４ ６ 、 ４ ６ に 沿 っ て 移 動 す る と 、 合 わ せ ガ ラ ス の 両
長 辺 か ら は み 出 し て い る 中 間 膜 １ ６ の 膜 片 が 同 時 に 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 図 ６ は 、 ト リ ミ ン グ 前 の 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ を 模 式 的 に 示 し た 平 面 図 で あ り 、 図 ７ は 、 分
断 及 び ト リ ミ ン グ の 方 向 を （ １ ） ～ （ ４ ） の 矢 印 で 示 し た 説 明 図 で あ る 。 ま た 、 矢 印 （ １
） ～ （ ４ ） は 、 分 断 及 び ト リ ミ ン グ の 順 番 も 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ７ の 矢 印 （ １ ） は 、 ロ ー ル ４ ２ か ら １ 枚 分 の 中 間 膜 １ ６ を カ ッ タ ４ ０ Ａ に よ っ て 分 断
す る 動 作 を 示 し 、 矢 印 （ ２ ） は 、 積 層 位 置 １ ２ の 下 流 側 に お い て 、 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ の 下
流 側 短 辺 か ら は み 出 し た 中 間 膜 １ ６ の 膜 片 １ ７ Ａ を カ ッ タ ４ ０ Ｂ に よ っ て 切 断 す る 動 作 を
示 し て い る 。 ま た 、 矢 印 （ ３ ） は 、 積 層 位 置 １ ２ の 下 流 側 か ら 上 流 側 に ヘ ッ ド ４ ４ が 移 動
す る こ と に よ り 、 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ の 両 長 辺 か ら は み 出 し た 中 間 膜 １ ６ の 膜 片 １ ７ Ｂ 、 １
７ Ｂ を ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ 、 ５ ６ に よ っ て 同 時 に 切 断 す る 動 作 を 示 し て い る 。 更 に 、 矢
印 （ ４ ） は 、 積 層 位 置 １ ２ の 上 流 側 に お い て 、 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ の 上 流 側 短 辺 か ら は み 出
し た 中 間 膜 １ ６ の 膜 片 １ ７ Ｃ を カ ッ タ ４ ０ Ａ に よ っ て 切 断 す る 動 作 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 図 ８ は 、 ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ の 駆 動 機 構 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ は 、 ヘ ッ ド ４ ４ に 固 定 さ れ た プ レ ー ト ６ ０ に 軸 ６ ２ を 介 し て 回 動
自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 ま た 、 軸 ６ ２ は 、 エ ア シ リ ン ダ ６ ４ の ロ ッ ド ６ ６ の 先 端 に 固 定 さ
れ た ブ ロ ッ ク ６ ８ に 固 定 さ れ て い る 。 更 に 、 エ ア シ リ ン ダ ６ ４ に は 、 ロ ッ ド ７ ０ を 上 方 に
向 け た エ ア シ リ ン ダ ７ ２ が 連 結 さ れ 、 そ の ロ ッ ド ７ ０ が プ レ ー ト ６ ０ に 軸 ７ ４ を 介 し て 揺
動 自 在 に 取 り 付 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 ８ は 、 ２ 本 の ロ ッ ド ６ ６ 、 ７ ０ が 共 に 伸 長 さ れ て ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ の 刃 先 ５ ６ Ａ
が 水 平 方 向 に 退 避 し た 状 態 を 示 し て い る 。 こ の 状 態 で は 、 刃 先 ５ ６ Ａ が 中 間 膜 １ ６ か ら 退
避 し て い る た め 、 中 間 膜 １ ６ は 切 断 さ れ な い 。 ２ 本 の ロ ッ ド ６ ６ 、 ７ ０ が 共 に 収 縮 さ れ る
と 、 軸 ６ ２ が 時 計 回 り 方 向 に 所 定 の 角 度 、 例 え ば ９ ０ 度 回 動 す る 。 こ の た め 、 図 ９ の 如 く
ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ が 二 点 鎖 線 で 示 す 退 避 姿 勢 か ら 時 計 回 り 方 向 に ９ ０ 度 回 動 さ れ て 実
線 で 示 す 切 り 込 み 開 始 姿 勢 に 姿 勢 を 変 更 す る （ ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ の 刃 先 ５ ６ Ａ の 角 度
を 、 以 下 単 に カ ッ タ ５ ６ の 角 度 と い う 。 カ ッ タ ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ に つ い て も 同 様 で あ る ） 。
こ の 切 り 込 み 開 始 姿 勢 は 、 ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ の 回 動 力 が 刃 先 ５ ６ Ａ か ら 中 間 膜 １ ６ の
端 部 に 効 率 よ く 伝 達 す る 下 死 点 位 置 な の で 、 中 間 膜 １ ６ の 端 部 に 刃 先 ５ ６ Ａ に よ る 切 り 込
み を 確 実 に 付 け る こ と が で き る が 、 ８ ０ ～ １ ０ ０ 度 で あ れ ば 確 実 に 切 り 込 む こ と が で き る
。 一 方 、 ２ 本 の ロ ッ ド ６ ６ 、 ７ ０ の う ち 一 方 の み を 収 縮 さ せ る と 、 ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６
が 図 １ ０ の 二 点 鎖 線 で 示 す 退 避 姿 勢 か ら 時 計 回 り 方 向 に 所 定 の 角 度 、 例 え ば ４ ５ 度 回 動 さ
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れ て 、 図 １ ０ の 実 線 で 示 す 切 断 姿 勢 に 姿 勢 を 変 更 す る 。 こ の 切 断 姿 勢 を 保 持 し た 状 態 で ト
リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ が 走 行 さ れ 、 図 ７ に 示 し た 膜 辺 １ ７ Ｂ が 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 切 断 時 に お け る 中 間 膜 １ ６ に 対 す る ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ の 角 度 θ が ３ ０ 度 未 満 の 場 合
に は 、 ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ の 力 を 中 間 膜 １ ６ に 有 効 に 伝 達 す る こ と が で き ず 中 間 膜 １ ６
が ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ か ら 逃 げ る 。 ま た 、 角 度 θ が ５ ０ 度 を 超 え る と 、 切 断 力 よ り も 押
圧 力 が 中 間 膜 １ ６ に 大 き く 働 く こ と に よ り 中 間 膜 １ ６ を 円 滑 に 切 断 す る こ と が 困 難 に な る
。 よ っ て 、 切 断 時 に お け る 中 間 膜 １ ６ に 対 す る ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ の 角 度 θ は ３ ０ 度 ～
５ ０ 度 の 範 囲 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 で は 、 ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ の 駆 動 機 構 に つ い て 説 明 し た が 、 カ ッ タ
４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 駆 動 機 構 も 大 凡 同 様 で あ る 。 し か し な が ら 、 カ ッ タ ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ の 場
合 に は 、 図 ７ の 矢 印 （ ２ ） 及 び 矢 印 （ ４ ） で 示 す よ う に 切 断 方 向 が １ ８ ０ 度 変 更 さ れ る た
め 、 進 行 方 向 に 応 じ て ２ つ の カ ッ タ ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ が 備 え ら れ て い る 。 カ ッ タ を ２ つ 備 え
る 代 わ り に １ つ の カ ッ タ ４ ０ Ａ の 姿 勢 を １ ８ ０ 度 反 転 さ せ る 反 転 機 構 を 設 け て も よ い 。 ま
た 、 ト リ ミ ン グ を 行 う 際 の カ ッ タ ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 、 ５ ６ は 、 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ の 端 面 に 接
触 し な い よ う に 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ か ら ０ ． ５ ～ １ ． ０ ｍ ｍ （ 通 常 は ０ ． ５ ｍ ｍ ） 程 度 間 隔
を 空 け て 走 行 す る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 こ れ は 、 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ が 未 面 取 り ガ ラ ス な
の で 、 カ ッ タ ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 、 ５ ６ が 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ に 接 触 す る と 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ に
ハ マ 欠 け と 称 さ れ る 傷 を 付 け て し ま う か ら で あ る 。 ま た 、 カ ッ タ ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 、 ５ ６ の
回 動 の 駆 動 手 段 と し て 、 モ ー タ 、 ロ ー タ リ ア ク チ ュ エ ー タ を 適 用 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
  と こ ろ で 、 図 １ に 示 し た 積 層 位 置 １ ２ に は 、 図 １ １ の 如 く ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ に よ っ
て 切 断 さ れ る 膜 片 １ ７ Ｂ を 支 持 す る た め の プ レ ー ト ７ ６ と 、 切 断 後 の 膜 片 １ ７ Ｂ を 回 収 す
る 樋 状 の 受 け 部 材 ７ ８ と か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 プ レ ー ト ７ ６ は 、 図 ７ に 示 し た 両 膜 片 １ ７ Ｂ 、 １ ７ Ｂ に 沿 っ て 配 置 さ れ る と と も に 、 図
１ １ に 示 す 軸 ８ ０ に 固 定 さ れ 、 軸 ８ ０ の 回 動 に よ り 実 線 で 示 す 支 持 姿 勢 と 二 点 鎖 線 で 示 す
滑 落 姿 勢 と に 姿 勢 が 変 更 さ れ る 。 す な わ ち 、 膜 片 １ ７ Ｂ の 切 断 時 に は 実 線 で 示 す 支 持 姿 勢
に な り 、 膜 片 １ ７ Ｂ が プ レ ー ト ７ ６ に よ っ て 支 持 さ れ た 状 態 で 安 定 的 に 切 断 さ れ る 。 切 断
後 、 プ レ ー ト ７ ６ を 傾 動 さ せ て 二 点 鎖 線 で 示 す 滑 落 姿 勢 に 変 更 さ せ る と 、 切 断 さ れ た 膜 片
１ ７ Ｂ は プ レ ー ト ７ ６ 上 を 滑 落 し 、 受 け 部 材 ７ ８ に 落 下 す る の で 確 実 に 回 収 さ れ る 。 ま た
、 プ レ ー ト ７ ６ と 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ の 長 辺 縁 部 と の 間 に は 、 ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ が 挿 入
さ れ る 溝 ８ ２ が 形 成 さ れ 、 こ の 溝 ８ ２ に 沿 っ て ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ が 走 行 し 、 膜 片 １ ７
Ｂ を 切 断 す る 。 こ れ に よ り 、 ト リ ミ ン グ カ ッ タ ５ ６ に よ る 切 断 が 確 実 な も の と な る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 な お 、 こ の プ レ ー ト ７ ６ は 、 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ の 上 流 及 び 下 流 の 短 辺 側 に も 設 け ら れ て
い る 。 ま た 、 溝 ８ ２ は 、 プ レ ー ト ７ ６ に 直 接 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 一 方 、 図 １ の 分 断 用 カ ッ タ ４ ０ Ａ に よ っ て 切 断 さ れ た 中 間 膜 １ ６ の ロ ー ル ４ ２ 側 の 端 部
は 、 も と も と 中 間 膜 １ ６ が ロ ー ル 状 に 巻 回 さ れ て い る こ と か ら 巻 き 癖 が 残 り 、 こ の ま ま で
は 、 フ ィ ル ム チ ャ ッ ク ３ ８ 、 ３ ８ … と の 位 置 ず れ に よ り 、 次 の 巻 き 戻 し 時 に フ ィ ル ム チ ャ
ッ ク ３ ８ 、 ３ ８ … が 保 持 不 能 に な る と い う 問 題 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 そ こ で 、 実 施 の 形 態 の ト リ ミ ン グ 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 ロ ー ル ４ ２ 側 の 中 間 膜 １ ６ の 端 部
を 、 図 １ ２ に 示 す 一 対 の プ レ ス プ レ ー ト ８ ４ 、 ８ ６ に よ っ て プ レ ス す る こ と に よ り 、 端 部
の 巻 き 癖 を 矯 正 し て い る 。 プ レ ス プ レ ー ト ８ ４ は 、 ロ ー ル ４ ２ か ら 巻 き 戻 さ れ た 中 間 膜 １
６ の 下 方 位 置 に 固 定 さ れ る 。 一 方 プ レ ス プ レ ー ト ８ ６ は 、 中 間 膜 １ ６ の 上 方 に 配 置 さ れ る
と と も に 両 端 の 軸 ８ ８ 、 ８ ８ に よ り 起 伏 自 在 に 構 成 さ れ 、 中 間 膜 １ ６ の 巻 き 戻 し 時 に は 起
立 さ れ て 中 間 膜 １ ６ か ら 退 避 さ れ 、 巻 き 癖 矯 正 時 に 倒 伏 さ れ て 中 間 膜 １ ６ の 巻 き 癖 の あ る
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端 部 を プ レ ス プ レ ー ト ８ ４ と に よ っ て プ レ ス す る 。 こ の 際 、 巻 き 癖 の あ る 端 部 は 、 プ レ ー
ト ８ ４ の 位 置 か ら 上 流 側 に 巻 き 戻 さ れ て い る の で 、 巻 き 癖 を 矯 正 す る 際 に は ロ ー ル ４ ２ を
ロ ー ル 駆 動 モ ー タ ４ ３ に よ っ て 逆 回 転 さ せ 、 前 記 中 間 膜 １ ６ の 端 部 を プ レ ス プ レ ー ト ８ ４
の 位 置 ま で 巻 き 取 る こ と に よ り 実 施 す る 。 ま た 、 中 間 膜 １ ６ と し て ポ リ ビ ニ ル ブ チ ラ ー ル
を 使 用 し た 場 合 に は 、 端 部 を 加 熱 す る ヒ ー タ ９ ０ を 設 け 、 こ の ヒ ー タ ９ ０ に よ っ て 端 部 を
１ ８ ～ ２ ７ ℃ で ５ ～ １ ５ 秒 間 加 熱 す る こ と に よ り 巻 き 癖 を 良 好 に 矯 正 で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 図 １ ２ に 示 す よ う に ロ ー ル ４ ２ は 、 仕 切 り 板 ９ ２ 、 ９ ４ に よ っ て 積 層 位 置 １ ２ の 下 階 ９
６ と 仕 切 ら れ た 上 階 ９ ８ に 設 置 さ れ （ 図 ２ 参 照 ） 、 巻 き 戻 さ れ た 中 間 膜 １ ６ は 仕 切 り 板 ９
２ と 仕 切 り 板 ９ ４ と の 間 の ス リ ッ ト １ ０ ０ か ら 下 階 ９ ６ に 供 給 さ れ る 。 中 間 膜 １ ６ と し て
ポ リ ビ ニ ル ブ チ ラ ー ル を 使 用 す る 場 合 に は 中 間 膜 １ ６ の 切 断 加 工 、 合 わ せ 加 工 条 件 に 適 し
た 所 定 の 柔 軟 性 、 湿 度 に 保 つ た め 、 上 階 ９ ８ を 例 え ば 温 度 ６ ～ １ ４ ℃ 、 湿 度 ２ ０ ～ ３ ０ ％
に 空 調 制 御 す る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 積 層 工 程 が 行 わ れ る 下 階 ９ ６ も 同 様 に 、 例 え ば 温
度 １ ８ ～ ２ ４ ℃ 、 湿 度 ２ ５ ～ ３ ５ ％ に 空 調 制 御 す る こ と が 好 ま し い 。 よ っ て 、 巻 き 癖 が 矯
正 さ れ た ロ ー ル ４ ２ の 端 部 は 下 階 ９ ６ に 放 置 す る こ と な く 、 ロ ー ル ４ ２ に 再 び 巻 き 取 っ て
上 階 ９ ８ の 雰 囲 気 下 に 保 持 す る こ と が 好 ま し い 。 更 に ま た 、 上 階 ９ ８ に ロ ー ル ４ ２ を 設 置
す る こ と に よ り 、 積 層 位 置 １ ２ の 上 方 空 間 が 有 効 利 用 さ れ る た め 製 造 ラ イ ン の 短 縮 化 が 図
ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 と こ ろ で 、 巻 き 戻 し 中 の 中 間 膜 １ ６ が 弛 む と 、 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ に 中 間 膜 １ ６ が 擦 れ
な が ら 供 給 さ れ る の で 、 膜 起 因 の 欠 点 が 発 生 す る 。 こ の 問 題 を 解 決 す る た め 、 所 定 の 張 力
を 中 間 膜 １ ６ に 与 え な が ら 中 間 膜 １ ６ を ロ ー ル ４ ２ か ら 巻 き 戻 す 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 そ の 達 成 手 段 と し て 、 ロ ー ル ４ ２ を 駆 動 す る ロ ー ル 駆 動 モ ー タ ４ ３ と フ ィ ル ム チ ャ ッ ク
３ ８ 、 ３ ８ … の 巻 き 戻 し 速 度 、 す な わ ち 、 ヘ ッ ド ４ ４ の 走 行 速 度 と を 同 期 制 御 す る こ と で
中 間 膜 １ ６ に 張 力 を 与 え る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た 、 実 施 例 に お い て は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 巻 き 戻 し 中 の 中 間 膜 １ ６ に 接 触 す る と と
も に 張 力 変 動 に よ っ て そ の 位 置 が 変 位 す る 張 力 調 整 用 の ロ ー ラ １ ０ ２ を 設 け て い る 。 す な
わ ち 、 ロ ー ラ １ ０ ２ は 、 そ の 両 端 が ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ４ に 回 転 自 在 に 支 持 さ れ 、 こ の ブ ラ ケ
ッ ト １ ０ ４ は 軸 １ ０ ６ に 揺 動 自 在 に 支 持 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 ロ ー ラ １ ０ ２ は 、 中 間
膜 １ ６ か ら 張 力 変 動 を 受 け る と 軸 １ ０ ６ を 中 心 に 揺 動 す る 。 ま た 、 ロ ー ラ １ ０ ２ の 変 位 を
検 出 す る ポ テ ン シ ョ メ ー タ １ ０ ８ が ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ４ に 取 り 付 け ら れ 、 こ の ポ テ ン シ ョ メ
ー タ １ ０ ８ か ら の 検 出 出 力 が 一 定 に な る よ う に 、 ロ ー ル 駆 動 モ ー タ ４ ３ と ヘ ッ ド ４ ４ の 走
行 速 度 と が 不 図 示 の 制 御 部 に よ っ て フ ィ ー ド バ ッ ク 制 御 さ れ て い る 。 ま た 、 中 間 膜 １ ６ の
巻 き 戻 し 時 に お い て 、 供 給 さ れ る 中 間 膜 １ ６ が 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ の 表 面 に 接 触 し な い よ
う に 、 図 ４ の 如 く 中 間 膜 １ ６ か ら 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ を 下 方 に 退 避 さ せ て お き 、 必 要 長 巻
き 戻 さ れ た 際 に 、 リ フ ト 装 置 １ １ ０ に よ り 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ を 上 昇 さ せ て 中 間 膜 １ ６ を
迎 え に 行 く よ う に 構 成 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 前 記 擦 れ の 問 題 を 完 全 に 解 消 す る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 な お 、 リ フ ト 装 置 １ １ ０ は 、 図 １ の 如 く 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ の 下 面 を 支 持 す る フ レ ー ム
１ １ ２ と 、 フ レ ー ム １ １ ２ を 昇 降 さ せ る ボ ー ル ジ ャ ッ キ 装 置 （ 図 ２ 等 参 照 ） １ １ ４ と か ら
構 成 さ れ る 。 フ レ ー ム １ １ ２ の ガ ラ ス 当 接 面 に は 、 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ の 傷 付 き を 防 止 す
る た め に 樹 脂 等 の 柔 軟 部 材 を 設 け て お く こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 実 施 例 の 如 く リ フ ト 装 置
１ １ ０ を 個 別 に 設 け る こ と な く 、 ロ ー ラ コ ン ベ ア ３ ２ 自 体 を 直 接 昇 降 駆 動 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 次 に 、 前 記 の 如 く 構 成 さ れ た ト リ ミ ン グ 装 置 １ ０ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ １ ） 図 １ に 示 す 位 置 決 め 位 置 ３ ０ に お い て 、 前 段 の 洗 浄 ・ 乾 燥 工 程 を 通 過 し て て き た
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第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ を 所 定 の 位 置 に 位 置 決 め す る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ ２ ） 図 ２ の 移 載 ユ ニ ッ ト ２ ６ に よ っ て 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ を 吸 着 保 持 し 、 図 ３ の 如 く
第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ を 位 置 決 め 位 置 ３ ０ か ら 積 層 位 置 １ ２ に 搬 送 す る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 （ ３ ） 図 ４ の 如 く 移 載 ユ ニ ッ ト ２ ６ が 位 置 決 め 位 置 ３ ０ の 上 方 の 元 の 位 置 に 戻 る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 （ ４ ） 上 階 ９ ６ の ロ ー ル ４ ２ が 回 転 し 中 間 膜 １ ６ の 供 給 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 （ ５ ） 図 ４ の 如 く 積 層 位 置 １ ２ の 下 流 側 で 待 機 し て い た フ ィ ル ム チ ャ ッ ク ３ ８ が 中 間 膜
１ ６ の 上 流 端 を 保 持 す る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 （ ６ ） フ ィ ル ム チ ャ ッ ク ３ ８ が 搭 載 さ れ た ヘ ッ ド ４ ４ が 上 流 側 に 移 動 し 、 中 間 膜 １ ６ を
引 っ 張 っ て ロ ー ル 状 に 巻 回 さ れ た 中 間 膜 １ ６ を 巻 き 戻 し て い き 、 必 要 長 （ １ 枚 分 の 長 さ ：
例 え ば 第 １ の ガ ラ ス 板 サ イ ズ ＋ ４ ０ ｍ ｍ ） 巻 き 戻 し た と こ ろ の 停 止 端 で ヘ ッ ド ４ ４ が 停 止
す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ ７ ） 図 ５ の 如 く 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ が 積 層 位 置 １ ２ に お い て リ フ ト 装 置 １ １ ０ に よ り
所 定 量 上 昇 し 、 フ ィ ル ム チ ャ ッ ク ３ ８ に よ っ て 巻 き 戻 さ れ て い る 中 間 膜 １ ６ を 受 け 取 り に
行 く 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ ８ ） 図 ５ の 如 く フ ィ ル ム チ ャ ッ ク ３ ８ が 矢 印 方 向 に 下 降 し て い き 、 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ
１ の 上 面 レ ベ ル に 位 置 し た と こ ろ で 下 降 を 停 止 す る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 （ ９ ） 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ の 上 流 端 に 位 置 し て い る フ ィ ル ム ク ラ ン プ ５ ４ が 中 間 膜 １ ６
の 上 流 端 を 保 持 し 、 こ の 後 、 フ ィ ル ム チ ャ ッ ク ３ ８ が 中 間 膜 １ ６ の 上 流 端 を 開 放 す る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 （ １ ０ ） フ ィ ル ム チ ャ ッ ク ３ ８ が 中 間 膜 １ ６ か ら 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ １ １ ） フ ィ ル ム チ ャ ッ ク ３ ８ の ヘ ッ ド ４ ４ が ロ ー ル カ ッ ト 位 置 で あ る 、 第 １ の ガ ラ ス
板 Ｇ １ の 下 流 端 側 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 （ １ ２ ） ヘ ッ ド ４ ４ に 設 け ら れ た カ ッ タ ４ ０ Ａ が 中 間 膜 １ ６ の 幅 方 向 に 走 行 し 、 巻 き 戻
さ れ た 中 間 膜 １ ６ を 必 要 長 分 だ け カ ッ ト し 、 ロ ー ル ４ ２ か ら 分 断 す る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 （ １ ３ ） ヘ ッ ド ４ ４ が 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ の 下 流 側 の 待 機 位 置 に 戻 る と と も に 、 ロ ー ル
４ ２ を 逆 回 転 さ せ て 端 部 の 巻 き 癖 を プ レ ス プ レ ー ト ８ ６ 、 ８ ８ 及 び ヒ ー タ ９ ０ に よ っ て 矯
正 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 （ １ ４ ） 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ が リ フ ト 装 置 １ １ ０ に よ り 下 降 し て 初 期 位 置 に 戻 る 。
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 （ １ ５ ） 位 置 決 め 位 置 ３ ０ に お い て 予 め 位 置 決 め さ れ た 第 ２ の ガ ラ ス 板 Ｇ ２ を 、 移 載 ユ
ニ ッ ト ２ ６ に よ っ て 吸 着 保 持 し た 後 、 積 層 位 置 １ ２ に 向 け て 搬 送 し 、 図 １ ３ の 如 く 第 １ の
ガ ラ ス 板 Ｇ １ 上 の 中 間 膜 １ ６ 上 に 積 層 す る 。 以 下 、 こ の 積 層 体 を 「 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ 」 と
称 す る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 （ １ ６ ） 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ を 積 層 位 置 １ ２ に お い て 、 図 １ ４ の 如 く リ フ ト 装 置 １ １ ０ に
よ り 所 定 量 上 昇 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 （ １ ７ ） 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ の 下 流 側 の 短 辺 ト リ ミ ン グ 開 始 位 置 に ヘ ッ ド ４ ４ が 移 動 す る
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。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 （ １ ８ ） 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ の 下 流 側 の 短 辺 ト リ ミ ン グ を 、 図 １ ５ の 如 く カ ッ タ ４ ０ Ｂ に
よ っ て 実 行 す る 。 こ の と き 、 ト リ ミ ン グ さ れ る 短 辺 の 膜 片 １ ７ Ａ は 、 プ レ ー ト ７ ６ に よ っ
て 支 持 さ れ 、 溝 ８ ２ に 沿 っ て カ ッ タ ４ ０ Ｂ が （ ２ ） 方 向 （ 図 ７ 参 照 ） に 走 行 す る こ と に よ
り 膜 片 １ ７ Ａ が 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 （ １ ９ ） 切 断 さ れ た 短 辺 の 膜 片 １ ７ Ａ を 、 プ レ ー ト ７ ６ を 傾 動 さ せ て プ レ ー ト ７ ６ か ら
受 け 部 材 ７ ８ に 滑 落 さ せ る こ と に よ り 回 収 す る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 （ ２ ０ ） 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ の 下 流 側 の 長 辺 ト リ ミ ン グ 開 始 位 置 に ヘ ッ ド ４ ４ が 移 動 す る
。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 （ ２ １ ） 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ の 両 長 辺 ト リ ミ ン グ を 一 対 の カ ッ タ ５ ６ に よ っ て 実 行 す る 。
こ の と き 、 ト リ ミ ン グ さ れ る 長 辺 の 膜 片 １ ７ Ｂ 、 １ ７ Ｂ は 、 図 １ １ の 如 く プ レ ー ト ７ ６ に
よ っ て 支 持 さ れ 、 溝 ８ ２ に 沿 っ て カ ッ タ ５ ６ が （ ３ ） 方 向 （ 図 ７ 参 照 ） に 走 行 す る こ と に
よ り 膜 片 １ ７ Ｂ 、 １ ７ Ｂ が 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 （ ２ ２ ） 切 断 さ れ た 両 長 辺 の 膜 片 １ ７ Ｂ 、 １ ７ Ｂ を 、 プ レ ー ト ７ ６ を 傾 動 さ せ て プ レ ー
ト ７ ６ か ら 受 け 部 材 ７ ８ に 滑 落 さ せ る こ と に よ り 回 収 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 （ ２ ３ ） 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ の 上 流 側 の 短 辺 ト リ ミ ン グ 開 始 位 置 に ヘ ッ ド ４ ４ が 移 動 す る
。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 （ ２ ４ ） 合 わ せ ガ ラ ス ５ ８ の 上 流 側 の 短 辺 ト リ ミ ン グ を 、 図 １ ６ の 如 く カ ッ タ ４ ０ Ａ に
よ っ て 実 行 す る 。 ト リ ミ ン グ さ れ る 短 辺 の 膜 片 １ ７ Ｃ は 、 プ レ ー ト ７ ６ に よ っ て 支 持 さ れ
、 溝 ８ ２ に 沿 っ て カ ッ タ ４ ０ Ａ が （ ４ ） 方 向 （ 図 ７ 参 照 ） に 走 行 す る こ と に よ り 膜 片 １ ７
Ｃ が 切 断 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 （ ２ ５ ） 切 断 さ れ た 短 辺 の 膜 片 １ ７ Ｃ を 、 プ レ ー ト ７ ６ を 傾 動 さ せ て プ レ ー ト ７ ６ か ら
受 け 部 材 ７ ８ に 滑 落 さ せ る こ と に よ り 回 収 す る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 （ ２ ６ ） ヘ ッ ド ４ ４ を 元 の 待 機 位 置 に 移 動 さ せ る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 （ ２ ７ ） 図 １ ７ の 如 く 合 わ せ ガ ラ ス を リ フ ト 装 置 １ １ ０ に よ り 下 降 し 、 ロ ー ラ コ ン ベ ア
３ ２ 上 に 載 置 す る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 （ ２ ８ ） 図 １ ７ の 矢 印 の 如 く 、 合 わ せ ガ ラ ス を ロ ー ラ コ ン ベ ア ３ ２ に よ っ て 次 工 程 の 予
備 圧 着 装 置 に 向 け て 搬 送 す る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 な お 、 上 記 （ １ ８ ） 、 （ ２ １ ） 、 （ ２ ４ ） の 中 間 膜 １ ６ の ト リ ミ ン グ に お い て カ ッ タ ４
０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 、 ５ ６ の 進 入 時 の 角 度 は ８ ０ ～ １ ０ ０ 度 で あ り 、 走 行 時 の カ ッ タ ４ ０ Ａ 、 ４
０ Ｂ 、 ５ ６ の 角 度 は ３ ０ ～ ５ ０ 度 で あ り 、 待 機 時 の カ ッ タ ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 、 ５ ６ の 角 度 は
略 ０ 度 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 以 上 が 同 一 の 積 層 位 置 １ ２ に お け る 合 わ せ ガ ラ ス の 組 立 、 及 び 合 わ せ ガ ラ ス の 組 立 体 の
縁 部 か ら は み 出 し た プ ラ ス チ ッ ク 製 中 間 膜 ト リ ミ ン グ の 手 順 で あ る 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 実 施 の 形 態 の ト リ ミ ン グ 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 上 記 （ １ ２ ） 工 程 で 説 明 し た カ ッ タ ４ ０ Ａ
に よ る 分 断 、 （ １ ８ ） 工 程 で 説 明 し た カ ッ タ ４ ０ Ｂ に よ る ト リ ミ ン グ 、 （ ２ １ ） 工 程 で 説
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明 し た 一 対 の カ ッ タ ５ ６ に よ る ト リ ミ ン グ 、 及 び （ ２ ４ ） 工 程 で 説 明 し た カ ッ タ ４ ０ Ａ に
よ る ト リ ミ ン グ に お い て 、 切 り 込 み を 入 れ る 際 の 中 間 膜 １ ６ や 膜 片 １ ７ Ａ 、 １ ７ Ｂ 、 １ ７
Ｃ に 対 す る カ ッ タ ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 、 ５ ６ の 進 入 時 の 角 度 と 、 切 断 す る 際 の 中 間 膜 １ ６ や 膜
片 １ ７ Ａ 、 １ ７ Ｂ 、 １ ７ Ｃ に 対 す る カ ッ タ ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 、 ５ ６ の 走 行 時 の 角 度 と が 変 更
さ れ て 中 間 膜 １ ６ や 膜 片 １ ７ Ａ 、 １ ７ Ｂ 、 １ ７ Ｃ を 切 断 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 こ の よ う に 中 間 膜 １ ６ や 膜 片 １ ７ Ａ 、 １ ７ Ｂ 、 １ ７ Ｃ に 進 入 、 切 断 す る 際 の カ ッ タ ４ ０
Ａ 、 ４ ０ Ｂ 、 ５ ６ の 角 度 を 変 更 可 能 と す る こ と に よ り 、 最 適 な 角 度 に カ ッ タ ４ ０ Ａ 、 ４ ０
Ｂ 、 ５ ６ を 設 定 で き る 。 こ れ に よ り 、 中 間 膜 １ ６ や 膜 片 １ ７ Ａ 、 １ ７ Ｂ 、 １ ７ Ｃ を 円 滑 に
切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 ま た 、 ト リ ミ ン グ 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 カ ッ タ ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 、 ５ ６ の 角 度 変 更 は 回 転 機
構 に よ っ て 行 う の で 、 カ ッ タ の 角 度 を 容 易 に 変 更 で き る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 更 に 、 ト リ ミ ン グ 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 カ ッ タ ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 、 ５ ６ の 進 入 時 の 角 度 を ８
０ ～ １ ０ ０ 度 に 設 定 し た の で 、 中 間 膜 の 端 部 に 切 り 込 み を 確 実 に 付 け る こ と が で き 、 ま た
、 切 断 時 に お け る カ ッ タ の 角 度 を ３ ０ 度 ～ ５ ０ 度 と し た の で 、 中 間 膜 １ ６ や 膜 片 １ ７ Ａ 、
１ ７ Ｂ 、 １ ７ Ｃ を 円 滑 に 且 つ 確 実 に 切 断 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 更 に ま た 、 ト リ ミ ン グ 装 置 １ ０ に よ れ ば 、 カ ッ タ ４ ０ Ａ 、 ４ ０ Ｂ 、 ５ ６ に よ っ て 切 断 さ
れ る 膜 片 １ ７ Ａ 、 １ ７ Ｂ 、 １ ７ Ｃ を プ レ ー ト ７ ６ に よ っ て 支 持 し た 状 態 で 切 断 し 、 切 断 さ
れ た 膜 片 １ ７ Ａ 、 １ ７ Ｂ 、 １ ７ Ｃ を 、 プ レ ー ト ７ ６ を 傾 動 さ せ る こ と に よ り 滑 落 さ せ て 受
け 部 材 ７ ８ に 回 収 す る の で 、 切 断 さ れ た 膜 片 １ ７ Ａ 、 １ ７ Ｂ 、 １ ７ Ｃ を 確 実 に 回 収 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 な お 、 実 施 の 形 態 で は 、 建 築 物 の ウ イ ン ド ウ ガ ラ ス 用 合 わ せ ガ ラ ス に つ い て 説 明 し た が
、 こ れ に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 自 動 車 用 フ ロ ン ト ガ ラ ス の 合 わ せ ガ ラ ス の 製 造 装 置 に
も 適 用 で き る 。 ま た 、 第 １ の ガ ラ ス 板 Ｇ １ 上 に 供 給 さ れ る 中 間 膜 １ ６ は 、 １ 枚 に 限 定 さ れ
ず ２ 枚 以 上 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 更 に 、 実 施 の 形 態 で は 、 合 わ せ ガ ラ ス 用 中 間 膜 を 切 断 す る 切 断 装 置 を 例 示 し た が 、 こ れ
に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 柔 軟 性 フ ィ ル ム 、 例 え ば 各 種 柔 軟 性 の プ ラ ス チ ッ ク フ ィ ル ム
を 切 断 す る 切 断 装 置 に 適 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ９ １ 】
【 図 １ 】 実 施 の 形 態 の ト リ ミ ン グ 装 置 の 全 体 構 成 を 示 し た 斜 視 図
【 図 ２ 】 図 １ に 示 し た ト リ ミ ン グ 装 置 の 側 面 図 で あ っ て 動 作 説 明 図
【 図 ３ 】 図 １ に 示 し た ト リ ミ ン グ 装 置 の 側 面 図 で あ っ て 動 作 説 明 図
【 図 ４ 】 図 １ に 示 し た ト リ ミ ン グ 装 置 の 側 面 図 で あ っ て 動 作 説 明 図
【 図 ５ 】 図 １ に 示 し た ト リ ミ ン グ 装 置 の 側 面 図 で あ っ て 動 作 説 明 図
【 図 ６ 】 合 わ せ ガ ラ ス の 平 面 を 模 式 的 に 示 し た 説 明 図
【 図 ７ 】 図 １ に 示 し た ト リ ミ ン グ 装 置 に よ る ト リ ミ ン グ 方 向 及 び 順 番 を 示 し た 説 明 図
【 図 ８ 】 ト リ ミ ン グ 用 カ ッ タ の 構 造 を 示 し た 斜 視 図
【 図 ９ 】 ト リ ミ ン グ 用 カ ッ タ に よ る 切 り 込 み 動 作 説 明 図
【 図 １ ０ 】 ト リ ミ ン グ 用 カ ッ タ に よ る 切 断 動 作 説 明 図
【 図 １ １ 】 膜 片 支 持 用 の プ レ ー ト と 膜 片 回 収 用 の 受 け 部 材 を 示 し た 斜 視 図
【 図 １ ２ 】 中 間 膜 供 給 装 置 及 び 端 部 プ レ ス 装 置 を 示 し た 斜 視 図
【 図 １ ３ 】 図 １ に 示 し た ト リ ミ ン グ 装 置 の 側 面 図 で あ っ て 動 作 説 明 図
【 図 １ ４ 】 図 １ に 示 し た ト リ ミ ン グ 装 置 の 側 面 図 で あ っ て 動 作 説 明 図
【 図 １ ５ 】 膜 片 支 持 用 の プ レ ー ト と 膜 片 回 収 用 の 受 け 部 材 を 示 し た 斜 視 図
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【 図 １ ６ 】 膜 片 支 持 用 の プ レ ー ト と 膜 片 回 収 用 の 受 け 部 材 を 示 し た 斜 視 図
【 図 １ ７ 】 図 １ に 示 し た ト リ ミ ン グ 装 置 の 側 面 図 で あ っ て 動 作 説 明 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 １ ０ … ト リ ミ ン グ 装 置 、 １ ２ … 積 層 位 置 、 １ ４ … 搬 送 装 置 、 １ ６ … 中 間 膜 、 １ ８ … 供 給
装 置 、 ２ ０ … 切 断 装 置 、 ２ ６ … 移 載 ユ ニ ッ ト 、 ３ ０ … 位 置 決 め 位 置 、 ３ ２ … ロ ー ラ コ ン ベ
ア 、 ３ ４ … ロ ー ラ コ ン ベ ア 、 ３ ８ … フ ィ ル ム チ ャ ッ ク 、 ４ ０ … カ ッ タ 、 ４ ２ … ロ ー ル 、 ４
４ … ヘ ッ ド 、 ５ ４ … フ ィ ル ム ク ラ ン プ 、 ５ ６ … ト リ ミ ン グ カ ッ タ 、 ５ ８ … 合 わ せ ガ ラ ス 、
７ ６ … プ レ ー ト 、 ７ ８ … 受 け 部 材 、 ８ ２ … 溝 、 ８ ４ … プ レ ス プ レ ー ト 、 ８ ６ … プ レ ス プ レ
ー ト 、 ９ ０ … ヒ ー タ 、 １ ０ ２ … ロ ー ラ 、 １ １ ０ … リ フ ト 装 置 、 Ｇ １ … 第 １ の ガ ラ ス 板 、 Ｇ
２ … 第 ２ の ガ ラ ス 板
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】

(17) JP 2007-118145 A 2007.5.17


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings

